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	欧州における

             　  旅行でのレジオネラ病対策
平成14年７月に宮崎県の浴場においてレジオネラにより６名が死亡しました。欧州では7月に新しい旅行におけるレジオネラ対策が施行され、欧州疫学週報に掲載されました。そこで、その対策と一般情報についての概要をお知らせします。

文献名：旅行におけるレジオネラ病予防のための新しい欧州ガイドラインが施行（Launch of new European guidelines for control and prevention of travel associated legionnaires･disease）
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欧州レジオネラ感染症調査委員会（European Working Group for Legionella Infection：以下EWGLI）によって、新しい機構として考えられていたEWGLINETが設立され、新欧州ガイドラインとして2002年7月１日に運用開始されました。監視機構の調査委員会は、全ての協力国、国内そして国際旅行斡旋協議会、その他の団体の広い協力を得て、ガイドラインを作りました。

EWGLIは1986年に計画され、翌年に旅行におけるレジオネラ感染防止のために欧州監視機構が設立されました。1993以降、欧州委員会の健康及び消費者保護理事会とロンドンのPHLS（公衆保健研究所）感染症監視センターとの情報の統合が計画されました。現在、疾病特有の連絡網としての機能を持ち、30カ国以上が参加しています

  欧州監視機構は旅行におけるレジオネラ疾病の発生防止のために大変役にたっています。しかし、参加国間の発生防止のための公衆衛生の連携が一貫していなかったと認められました。そのため、本運営上の主要な変更は、発生源施設を通報する際には、感染が発生した国において、速やかに適切な公衆衛生上の対応をすることにしました。発生源施設（２年以内に２回以上レジオネラ病を発生させた宿泊施設）は欧州における一般的な保養地に存在します。昨年EWGLINETには７０件以上が報告されています。

発生源施設が報告された場合には、感染国の協力者（collaborator：各国に数名）は即座に危害評価と宿泊施設におけるレジオネラ感染症による危害を最小にする方法の検討を依頼されます。発生源施設警告の２週間以内に、協力者はロンドンの本部へ改善が実行されている報告書が提出されることを期待します。更に、４週間後の全報告書では、協力者は調査の指定範囲内で、いくつかの試験結果と宿泊施設における全ての対応方法について満足（不満足でも）が確認できるものを期待します。

  もし、指定された２週間あるいは６週間以内に報告書が戻されない場合には、ホテルの健康危害に対しての評価ができなく、EWGLI website（インターネットの画面）の一般大衆の情報に掲載されると思われます。もし、報告書の対応策が不十分な場合はホテルの名前が公表されます。公表する理由は明確と述べられます。本部で受理した対応策が十分な場合は、ホテルの名前はwebsiteから削除されます。

これらの手続きは新しいガイドラインに合意したEWGLINET各国で導入されます。公衆保健研究者の早急な対応と情報交換を通して、一般大衆は旅行においてレジオネラ病の感染から保護されます。協力者はホテルが状況を解決するための危害報告書及びその段階について十分に把握しておく必要があります。欧州長期休養地の公衆保健機関は、もし宿泊施設でレジオネラ病が発生した場合、早急に指導しなければ、観光産業へ危害がおよぶことを大変注意しています。

  一般大衆に広まった場合には、ホテル宿泊者に情報を提供し、そして感染の可能性が無い（あるいは感染の可能性が在る）ことを客観的に知らせます。報告書ではホテルが感染原因とは特定しません。一般大衆及び各国の旅行斡旋業者はこの情報を見ることができ、病気に対して未知あるいは未確認であった健康危害について予約ホテルの状況が把握できて、自分自身で予約の判断をすることができます。

ガイドラインの実行において注意深く見守ります。協力国が、それらの国において、現在の公衆保健行政を変更し、新しい手続きを導入するために最高６ヶ月を必要するかもしれないと予想しています。EWGLI websiteは現在開発中であり、７月末頃から監視状況とガイドラインを増強した情報を発信します。EWGLI委員会のガイドラインに係わる法律の考え方は各国の決定について強制しません。

2002年７月 報告者：Carol Josef，EWGLI監視計画プロジェクトコーディネーター，公衆保健研究所感染症監視センター，ロンドン                                                             （翻訳 笈川）

	EWGLI Public Information

文献名：ホテルおよびその他宿泊施設の営業者・支配人のための情報：危害を最小化する

（Information for owners and managers of hotels and other accommodation sites：minimising the risk）

  2001年に、欧州の居住者が、旅行でレジオネラ病に係わった事例が約500件あったと欧州感染症監視機構に報告されています。レジオネラ疾病の危害は細心な注意と多くの簡単な方法によって減らすことができます。
レジオネラ病とはなんですか？

  まれに肺炎（肺感染）を起こし、これによって約13％が死亡します。これはレジオネラ菌によって起こされます。この菌は、時には重病を起こします。通常、感染から３～６日に気分が悪いと感じ始めます。時にはもっと長い時があります。

どのようにしてレジオネラ病にかかりますか？

  空気に含まれる煙霧のような、眼に見えない小さな水滴に混入しているレジオネラ菌を吸入して起こります。煙霧は、汚染水から小さい水滴を作る時にできます。効果的なレジオネラ対策がとられていないホテルでは水栓、シャワー、便所の水洗、温泉プールにある泡などによって感染します。レジオネラ菌は自然環境で生存できますが、２０℃から４５℃の温水で増殖ができ、人工の水システムに多く存在します。

ホテルの危害場所はどこですか？

  水滴が出きるところはどこでも感染の危害があります。たとえば

· シャワーと水栓

· 温泉と渦風呂

· トルコ風呂とサウナ風呂

・冷却塔そして蒸散冷却機（屋根あるいは地上に設置されていれば）

・装飾用の噴水、特に室内の噴水

・食品販売用の加湿スプレー

危害を減らすための１４のポイント

レジオネラ疾病の危害が最小化できます。レジオネラ菌の増殖に対して実際的な対応を持たないホテルは、宿泊客の安全に対して無責任です。１４ポイントの内容は次のとおりです。

1． レジオネラ対策について責任者を決める。

2． レジオネラ対策の訓練を受けた責任者は他の従業員がレジオネラ対策の重要性に注意するように訓練をする。

3． 温水は常時熱くさせる。水栓を開けた時は数秒で５０℃から６０℃が供給されるよう循環させる。

4． 冷水は常時冷たくさせる。２０℃以下を維持する。

5． 空客室については一週間に一回以上そして再開の際は、全ての水栓およびシャワーを数分以上流す。

6． シャワーの先そして水栓は清潔にして汚れ（scale）がないようにする。

7． 空気調和機に使われる冷却塔そして配管は、少なくても年に2回洗浄消毒する。

8． 温水機は年に一回、洗浄消毒する。

9． 各シーズンの前に温水機の洗浄後、温水供給システムを２～４時間、高濃度の塩素（50ｍｇ/L）で消毒する。

10．全ての水フィルターは３ヶ月に一回、規則的に洗浄消毒をする。

11．貯水槽、冷却塔および肉眼で見える配管は毎月検査する。全て覆われていたり、埋め込まれているところは保証されていること。

  12．冷水槽の中は少なくても年に一回検査する。もし汚泥が溜まっている場合は洗浄して塩素50ｍｇ/Lで消毒する。

13．配水の変更あるいは新規の設置、時々しか水が流れない場所が無いことを確認する。

14．もし、浴場であるならば（渦鉱泉、Jacuzzis：トレーニングを兼ねた温泉など）次のことが必要です。

・常に臭素あるいは塩素２～３ｍｇ/Lで連続処理されていること。そして一日３回以上、濃度を検査する。

・毎日、少なくても半分以上の水を交換する。

・毎日、砂ろ過を逆洗浄する。

・週一回以上、全てのシステム（配管、ろ過機等と思われる）を洗浄消毒する。

・毎日、水温・塩素濃度等の全ての水処理を記録して、支配人によって規則的に点検する。

  具体的な対応策に係わるより一層のアドバイスは、ホテルにおいて十分な危害評価ができる専門家と相談する必要があります。地域の公衆保健機関が適切なアドバイスをしてくれると思います。

レジオネラ検査

  レジオネラの検査は状況を把握し、訓練を受けた人が採水する場合には有効です。試験の結果が陰性でも決してホテルに存在しないとは言えなく、危害が無いとは言えません。                    （翻訳 笈川）
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